




キー ワー ド： 初級教科書，漢字学習ストラテジー，信念
要旨
三つの初級教科書，全てローマ字書きの Japanese.・TheSρoken Language (]SL) （ハワイ大），
漢字かな交じり文を最初から使う SituationalFunctional Japanese (SF]) （ハワイ大）と
Yookoso! （テキサス大）を使用した時の学生の漢字学習ストラテジー使用頻度と漢字学習信念を
比較した．学習ストラテジーでは伝統的な「書写J は教科書聞の差はなかった．「絵と連想、J
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という考え方である．前者の考えに基づく代表的な教科書が Japanese:The Spoken Language 
Vols. 1-3 (Jorden and Noda 1987-1989) (]SL）で後者の考え方に基づく代表的な教科書が





ハワイ大学マノア校では 1994年に初級教科書を ］SLから SituationalFu配 tionalJapanese 
Vols. 1-3 (Tsukuba Language Group 1992) (SF］） に切り替えた. SF］は日本での留学生が主
な対象になって制作されたので Yookoso！と同じく漢字・かなは最初から使われている．テキサ
ス大学オースチン校では 1995年から Yookoso！が使われはじめた．本研究ではこれらの機会を






































表 1 ]SL（ハワイ）， SF] （ハワイ）， Yookoso! （テキサス）で、の漢字学習目標数
]SL SF] Yookoso! 
一学期（一年目） 。 *38 75 
二学期（一年目） 73 140 174 
三学期（二年目） 183 300 247 














































で，使用されていた教科書は Japanese:The Spoken Language Vols. 1-2 (Jorden and Noda 
1987），そして 1995年秋学期と 1996年春学期にハワイ大学マノア校に在籍した日本語初級クラ
ス143人（平均年齢20.5歳）で使用されていた教科書は SituationalFunctional Japanese Vols. 
1-2 (Tsukuba Language Group 1992), さらに 1996年秋学期にテキサス大学オースチン校に











]SL SF] Yookoso! 
男性 93 (47 .2%) 64 (44.8%) 62 (55. 4%) 
女性 104 (52. 8%) 79 (55 .2%) 50 (44.6%) 
合計 197 (100%) 143 (100%) 112 (100%) 
表 3 第一言語別の被験者の人数構成
]Sl SF] Yookoso! 
ハワイ ハワイ テキサス
英語 173 (87 .8%) 130 (90. 9%) 108 (96.4%) 
英語＋他 20 (10 .2%) 8 (5.6%) 2 (1.8%) 
中国語 2 (1.0%) 。(0%) 2 (1.8%) 
韓国語 1 (0.5%) 4 (2.8%) 。(0%) 
その他 1 (0.5%) 1 (0. 7%) 。(0%) 
メ口泳 三ロ1一 197 (100%) 143 (100%) 112 (100%) 
表 4 人種別の被験者の人数構成
]SL SF] Yookoso! 
ハワイ ハワイ テキサス
日系人 101 (51. 3%) 84 (58. 7%) 1 (0.9%) 
日系混血 36 (18.3%) 18 (12.6%) 7 (6.3%) 
白人 16 (8.1%) 10 (7.0%) 57 (50. 9%) 
黒人 。(0%) 。(0%) 6 (5 .4%) 
中国人 16 (8.1%) 15 (10.5%) 12 (10. 7%) 
韓国人 8 (4.1%) 6 (4.2%) 9 (8.0%) 
他のアジア系 15 (7.6%) 10 (7.0%) 6 (5 .4%) 
ヒスノξニック 。(0%) 。(0%) 5 (4.4%) 
その他 5 (2.5%) 。(0%) 9 (8.0%) 
合計 197 (100%) 143 (100%) 112 (100%) 
表 5 大学以前の日本語学習経験の有無による被験者の人数構成
]SL SF] Yookoso! 
ハワイ ハワイ テキサス
学習経験有 167 (84.8%) 136 (95.1%) 24 (21. 4%) 
学習経験無 30 (15 .2%) 7 (4.9%) 88 (78. 6%) 
合計 197 (100%) 143 (100%) 112 (100%) 
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表 6 日本人との接触の有無による被験者の人数構成
]SL SF] Yookoso! 
ハワイ ハワイ テキサス
接触有 136 (69 .0%) 97 (67 .8%) 52 (46.4%) 
接触無 59 (31.0%) 46 (32.2%) 60 (53 .6%) 




















る）は F(2,449）ニ18.96,pく0.0001；特3（テレビ等を見る）は F(2,449) = 57.57, pく0.0001；特4
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ことが知られている．例えば Floresd’Arcais and Saito (1993）は「日」の先行提示が「石」の
意味判断を阻害することを報告している. Kashiwagi and Kashiwagi (1989）は r立」及び「日J




る．例えば「没」の認知の前に composite（波役彼）， neutral （波役吸）， control （投彼
































表 8 信念 1（漢字学習情報がほしい）についての教科書別の意見分布
反対 どちらでもない 賛成 合計
]SL 15 (7.6%) 36 (18.4%) 145 (74.0%) 196 (100%) 
SF] 7 (4.9%) 37 (25. 9%) 99 (69.2%) 143 (100%) 
Yookoso! 14 (12. 5%) 21 (18.8%) 77 (68. 7%) 112 (100%) 
表 9 信念 2（私は漢字学習方法を知っている）についての教科書別の意見分布
反対 どちらでもない 賛成 合計
]SL 30 (15.4%) 82 (42.3%) 82 (42.3%) 194 (100%) 
SF] 16 (11.2%) 69 (48.3%) 58 (40.5%) 143 (100%) 
Yookoso! 19 (17.0%) 50 (44.6%) 43 (38.4%) 112 (100%) 
表 10 信念 3（文字の初期からの導入）についての教科書別の意見分布
反対 どちらでもない 賛成 合計
]SL 19 (9.7%) 28 (14.3%) 149 (76.0%) 196 (100%) 
SF] 16 (11. 2%) 25 (17.5%) 102 (71. 3%) 143 (100%) 
Yookoso! 8 (7 .1 %) 17 (15.2%) 87 (77. 7%) 112 (100%) 
表 11 信念 4（会話留得が纏先）についての教科書別の意見分布
反対 どちらでもない 賛成 合計
]SL 93 (47. 5%) 49 (25 .0%) 54 (27. 6%) 196 (100%) 
SF] 74 (51.8%) 43 (30.1%) 26 (18 .2%) 143 (100%) 
Yookoso! 76 (67. 9%) 18 (16.1%) 18 (16 .1 %) 112 (100%) 
表 12 信念 4（会話習得が優先）についての残差分析結果
＋： 有意に多い．
表 13 信念 4（会話習得が優先）について ］SL×Yookoso！の残差分析結果
初級教科書の漢字学習ストラテジー使用及び漢字学習信念に与える影響 4r 
表 14 信念 4（会話習得が優先）について SF］×Yookoso！の残差分析結果
＋： 有意に多い， 一： 有意に少ない．
の学生は漢字学習方法に不安があると考えられる．
表 10に信念3（文字の初期からの導入）についての意見分布とカイ 2乗分析結果を示す． χ2=
2.04, df=4, p>0.7で教科書別に有意差は得られなかった. 70%以上の学生がどの教科書でも文
（ひらがな，カタカナ，漢字）の学習初期からの導入に賛成していた．




信念 4について教科書の差か学校の差によるものなのかを調べるため ］SL×SF],]SL 
×Yookoso!, SF］＞くYookoso！の三通りのカイ 2乗分析を行った．その結果 ］SL×SF］はどニ
4.16, df=2, p>0.1で有意差はみられなかったが， ］SL×Yookoso！はどニ12.04,df=2, pく
0.005; SF］＞くYookoso！はど＝8.08,df=2, pく0.02で有意差がみられたので ］SL×Yookoso！及び
SF］×Yookoso！について残差分析を行った．表 13に ］SL×Yookoso！の残差分析結果を示す．
]SL×Yookoso！では ］SLで「会話習得が優先J に賛成する学生が有意に多く， Yookoso！では
賛成する学生が有意に少なかった．














表 15 信念 5（部首は漠宇学習に役に立つ）についての教科書別の意見分布
反対 どちらでもない 賛成 合計
]SL 33 (16.8%) 40 (20. 3%) 124 (62. 9%) 197 (100%) 
SF] 18 (12 .6%) 38 (26. 7%) 86 (60. 7%) 142 (100%) 




ice (ETS）が開発中の ScholasticAptitude Test2 (SAT）の日本語科目試験の模擬試験を実施し
たところ，文法の試験でローマ字教科書を使った学習者を考慮して2種類（ヘボン式と訓令式）の
ローマ字文が漢字＠かな文と併記されているのを見た学生に「日本人はアメリカ人に漢字が学習
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1. When I remember new kanji I create associations between the new kanji and concrete 
objects such as moon, a bed, etc. 
2. I pay a lot of attention to kanji stroke order. 
3. I watch TV shows, movies or animation in Japanese to learn kanji. 
4. When I remember new kanji I create associations between the new kanji and kanji or 
kana which I have already learned. 
5. I learn kanji by reading stories, or dialogues again and again. 
6. I remember new kanji by writing them repeatedly. 
7. I try to read signs or other written materials in Japanese which I see out-of class. 
never true always true 
1－－－………2- 3 -4--- 5 
② 信念
1. I want instructors to provide information on how to learn kanji. 
2. I know how to learn kanji. 
3. Japanese scripts should be introduced from the beginning in Japanese instruction. 
4. Japanese scripts should be introduced after substantial spoken Japanese has been 
acquired. 
5. Knowledge of radicals will enhance kanji learning. 
strongly strongly 
disagree neither agree 
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